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　県北中学校卒業式は3月12日に挙行
され、110名（男55名、女55名）が
学び舎をあとにしました。卒業生を代
表し佐藤智哉さんが「それぞれが選ん
だ道を歩み、夢をつかみます。」と答
辞で新しい道を歩む決意を述べました。 
　卒業生は夢や希望を抱きながら、巣
立ちのときを迎えました。 
　卒業おめでとうございます。 
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－2－（広報くにみ3月号）

○
慣
行
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　

慣
行
と
は
、
市
民
憲
章
、
市

章
、
市
の
花
・
木
・
鳥
な
ど
の

こ
と
で
す
。

　

慣
行
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、

新
市
に
お
い
て
新
た
に
制
定
す

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
表
１
）

○
地
方
税
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　

市
民
税
を
始
め
と
す
る
地
方

税
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
７

町
で
差
異
の
な
い
も
の
に
つ
い

て
は
現
行
の
と
お
り
と
な
り
ま

し
た
。

　

な
お
、
納
期
に
つ
い
て
は
表

２
の
よ
う
に
調
整
さ
れ
ま
す
。

（
た
だ
し
、
合
併
す
る
年
度
は

そ
れ
ぞ
れ
旧
町
の
例
に
よ
り
ま

す
）

○
行
政
連
絡
機
構
の
取
扱
い
に

つ
い
て

　

行
政
連
絡
機
構
（
町
内
会
組

織
）
は
、
非
常
に
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
現
行
の
ま
ま
新
市

に
引
継
ぎ
、
合
併
し
た
後
に
調

整
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

○
広
域
行
政
（
消
防
防
災
）
に

つ
い
て

　

災
害
時
の
相
互
応
援
協
定
は
、

平
成
９
年
に
「
福
島
・
宮
城
・

山
形
広
域
圏
災
害
時
相
互
応
援

協
定
」
を
締
結
し
て
い
ま
す
の

で
、
合
併
時
に
再
協
定
を
結
ぶ

こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

消
防
相
互
応
援
協
定
に
つ
い

て
は
、
新
市
に
お
い
て
も
近
隣

自
治
体
と
の
相
互
協
定
も
必
要

と
な
り
ま
す
。

○
電
算
シ
ス
テ
ム
事
業
に
つ
い

て

　

電
算
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、

住
民
基
本
台
帳
や
戸
籍
シ
ス
テ

ム
、
税
務
シ
ス
テ
ム
な
ど
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
基
幹
と
な
る
べ
き

も
の
や
、
人
事
給
与
・
財
務
会

計
・
文
書
管
理
な
ど
の
情
報
系

シ
ス
テ
ム
が
各
町
単
独
で
導
入

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

電
算
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く

こ
と
の
な
い
よ
う
、
必
要
に
応

じ
、
合
併
時
に
シ
ス
テ
ム
を
統

合
し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
と
し
て
運
用
す
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
４
回
協
議
会
の
内
容

第
５
回
協
議
会
の
内
容

　

伊
達
７
町
が
合
併
す
る
た
め
に
必
要
な
合
併
協
定
項
目
に
つ
い
て
合

併
協
議
会
で
の
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

２
月　

日
桑
折
町
開
催
の
第
４
回
協
議
会
、
３
月
５
日
伊
達
町
開
催

１９

の
第
５
回
協
議
会
で
は
、
慣
行
の
取
扱
い
、
地
方
税
・
行
政
連
絡
機
構
、

広
域
行
政
、
電
算
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
取
扱
い
が
協
議
さ
れ
、
そ
の
方
針

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
確
認
事
項
と
、
町
で
行
な
っ
て
い
る
現
行
の
内
容
と
の
違
い
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

伊達7町
合併協議会の動き
伊達7町
合併協議会の動き
伊達7町
合併協議会の動き

第4回・第5回 

固定資産税市民税（町民税）（表２）
第１期　４月１日～３０日
第２期　７月１日～３１日
第３期　９月１日～３０日
第４期　１１月１日～３０日

第１期　６月１７日～３０日
第２期　８月１日～３１日
第３期　１０月１日～３１日
第４期　１２月１日～２５日

現　行
（国見町）

第１期　４月１日～３０日
第２期　７月１日～３１日
第３期　１２月１日～２５日
第４期　２月１日～末日

第１期　６月１日～３０日
第２期　８月１日～３１日
第３期　１０月１日～３１日
第４期　１月１日～３１日

新　市

国見町の主な慣行（表１）
町の花・木・鳥町　章町民憲章項　目

　【花】
　　　もも

　【木】
　　　あかまつ

　【鳥】
　　　うぐいす

・あたたかく、たすけあう町
をつくりましょう

・楽しく働いて、豊かな町を
つくりましょう

・すこやかで、よろこびに生
きる町をつくりましょう

・力をあわせて、すがすがし
い町をつくりましょう

・教育文化を高め、希望にみ
ちた町をつくりましょう

内　容

制定の根拠、背景に
相違があるため合併
後必要に応じて制定

町章の形状、制定理
由に相違があるため
合併後新たに制定

各町の内容に相違がある
ため合併後新たに制定。

協議会に
おける
調整方針



－3－ （広報くにみ3月号）

伊達7町合併協議会では、 
新しい市の名前を募集しています。 
新しい市の名付け親になって下さい。 
募集期間は4月15日までです。 

一緒に
新しい

市の

　　名
前を考

えよう
！

一緒に
新しい

市の

　　名
前を考

えよう
！

　今後の合併協議会の予定
　　　３月２５日（木）　　１４：００　　第６回合併協議会（国見町観月台文化センター）
　　　４月１５日（木）　　９：３０　　第７回合併協議会（梁川町農村環境改善センター）

�応募要領
・既存の市名にない名称（読みが同じでも表記が異なるものは含む）で、伊達７町に
ちなんだ名称。
・１人何点でも応募可能です。ただし応募用紙１枚につき１点のみ記入して下さい。
　（同一人による同一名称は１点のみ）
・漢字、ひらがな、カタカナを使用。（組み合わせは自由）
・応募された作品に関する一切の権利は伊達７町合併協議会に帰属します。
・採用された作品は一部修正する場合もあります。
�応募資格
小学生以上の方で、伊達７町の住民及び事業所に勤務する方に限ります。
�応募方法
①郵送の場合
応募専用ハガキを切り取り、必要事項記載の上５０円切手を貼って投函して下さい。

②ＦＡＸの場合
　応募専用ハガキを切り取らず、そのまま送信して下さい。
③インターネットによる場合
　伊達７町合併協議会ホームページより応募して下さい。
（http://www.dategappei.jp/）
④応募箱に投函する場合
応募箱は、役場１階、観月台文化センターの２箇所に設置されています。応募ハ
ガキを切り取り、切手を貼らずにそのまま投函して下さい。

　　※コピーして使用しても結構です。

　　「名付け親大賞」……………賞状と記念プレート抽選で１名　　
　　「名付け親賞」……………伊達７町の特産品抽選で３５名以内　　
　　「特別賞」………………伊達７町の各施設の利用券など多数　　

◆問合せ先　伊達７町合併協議会　〒９６０－０６００　保原町字西新田１－１
　　　　　　伊達地方衛生処理組合清掃センター３階　　�５８１―０１０８・�５８２―６８３０

記念品 
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進 
ま
ぬ「
環
境
美
化
」

　

こ
れ
ま
で
、
道
路
や
公
共
の

場
所
に
捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
や
飼

い
犬
の
フ
ン
の
放
置
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
対
応
策
と
し
て
看
板

を
設
置
し
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
清
掃
作
業
の
支
援
を

行
っ
た
り
、
犬
の
飼
い
主
に
チ

ラ
シ
を
配
付
す
る
な
ど
啓
蒙
活

動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
問
題
の
解
決
に
は
な

か
な
か
至
ら
ず
、町
の
各
機
関
・

団
体
の
代
表
者
で
構
成
す
る

「
環
境
美
化
対
策
懇
談
会
」
を

設
置
し
、
検
討
を
重
ね
て
き
た

結
果
、
要
綱
を
制
定
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
要
綱
に
は
、
罰
則
規
定

は
な
く
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ

せ
て
環
境
美
化
に
努
め
ま
し
ょ

う
、
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の
役

割
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
問
合
せ
先

　

住
民
生
活
課
住
民
グ
ル
ー
プ

　

�
５
８
５
―
２
１
１
６

�屋外で自分が出したゴミは持ち帰るようにしましょう。
�ポイ捨てのないきれいなまちづくりに協力しましょう。
�飼い犬が散歩中フンをしたら持ち帰りましょう。
�事業所周辺のごみの散乱を防止するようにしましょう。
�事業者は、ゴミ散乱防止のため消費者への啓発も行ないましょう。
�飲食料品の自動販売機の設置者は回収容器を設置し管理しましょう。
�宣伝物などを配布した際は、散乱しないようにしましょう。

　

４
月
１
日
か
ら
「
国
見
町
環
境
美
化
推
進
要
綱
」
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
「
豊
か
で
住
み
よ
い
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
、
今
ま
で
様
々
な
美
化
活

動
や
普
及
活
動
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
一
部
の
人
た
ち
が
捨
て
た
空
き
缶
や
食
べ
か
す
、
タ
バ
コ
の
吸
殻
な
ど
の

ゴ
ミ
の
散
乱
は
後
を
絶
た
ず
、
町
の
美
観
を
損
ね
る
ば
か
り
で
な
く
、
清
潔
で
住
み
よ
い
生
活

環
境
を
も
脅
か
し
か
ね
ま
せ
ん
。

　

豊
か
で
住
み
よ
い
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の
自

覚
と
実
行
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
国
見
町
環
境
美
化
推
進
要
綱
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

豊かで住みよい

活力あるまちづくりのために

力をあわせましょう。
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国
見
町
第
４
次
振
興
計
画
の

実
現
に
向
け
た
、
具
体
的
な
取

り
組
み
を
審
議
・
検
討
す
る
国

見
町
振
興
計
画
審
議
会
が
、
２

月　

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１８

　

振
興
計
画
を
具
体
化
す
る
た

め
、
毎
年
３
か
年
を
見
越
し
た

実
施
計
画
を
作
成
し
、
進
捗
状

況
の
検
証
と
と
も
に
審
議
い
た

だ
く
も
の
で
、
今
回
提
出
さ
れ

た
計
画
で
は
、

平
成　

年
度
ま

１８

で
に
町
で
実
施

す
る
事
業　

事
６３

業
、
事
業
費
総

額　

億
円
に
及

５６
び
ま
す
。

　

伊
達
７
町
の

合
併
が
間
近
と

な
っ
て
い
ま
す

が
、
合
併
し
て

も
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら

な
い
重
要
な
計

画
と
し
て
、
今

後
と
も
積
極
的

に
計
画
の
推
進

を
図
っ
て
い
く

考
え
で
す
。

向
う
３
か
年
の
計
画
を
審
議

国
見
町
振
興
計
画
審
議
会

　

最
近
頻
繁
に
耳
に
す
る「
悪
徳
商
法
」。

そ
の
実
態
と
遭
わ
な
い
た
め
の
心
構
え

を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
、「
消
費
生
活
講

演
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
大
須
賀
ミ

チ
子
さ
ん
を
講
師
に
、
ト
ラ
ブ
ル
の
内

容
や
、
な
ぜ
若
者
・
お
年
寄
り
が
狙
わ

れ
る
の
か
、
ど
ん
な
人
が
騙
さ
れ
て
し

ま
う
の
か
等
の
、
実
際
の
事
例
を
交
え

た
紹
介
や
、
契
約
す
る
と
き
の
心
構
え
、

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
仕
方
な
ど
に
つ
い

て
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
大
変
参
考
に
な
っ

た
、
ぜ
ひ
休
日
・
夜
間
の
開
催
や
、
町

内
会
単
位
で
の
開
催
を
希
望
す
る
、
な

ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
消
費
生
活
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
関
心
の
高
さ
を
示

し
ま
し
た
。

　

桃
の
節
句
の
３
月
３
日
、
大
木
戸
季

節
保
育
所
で
は
「
ひ
な
ま
つ
り
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
木
戸
季
節
保
育
所
は
、
園
児　

名
３２

の
う
ち
女
の
子
が　

名
。
文
字
通
り
女

２３

の
子
の
お
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

保
護
者
の
方
々
を
招
い
て
の
ひ
な
ま

つ
り
会
、
園
児
た
ち
は
こ
の
日
の
た
め

に
練
習
し
て
き
た
お
遊
戯
や
合
唱
を
披

露
、
そ
の
か
わ
い
ら
し
い
姿
に
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

ひ
な
ま
つ
り
の
ル
ー
ツ
は
江
戸
時
代

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
健
や
か
な
成
長
を

願
う
心
は
今
も
昔
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
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悪徳商法に注意！　　　

消費生活講座開催
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２
月　

日
、
大
木
戸
小
学
校

２５

に
お
い
て
、
新
１
年
生
と
２
年

生
の
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

保
護
者
説
明
会
に
併
せ
毎
年

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
回

は
新
１
年
生　

名
、
２
年
生
９

１１

名
が
、
ハ
ン
カ
チ
落
と
し
や
転

が
し
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
な
ど
、
楽

し
い
ゲ
ー
ム
を
し
て
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　

会
の
終
わ
り
に
は
、
２
年
生

か
ら
新
１
年
生
へ
、
手
作
り
の

折
り
紙
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら

っ
て
、
と
て
も
う
れ
し
そ
う
で

し
た
。

　

４
月
か
ら
は
、

下
級
生
と
し
て

大
木
戸
小
へ
入

学
す
る　

名
を

１１

前
に
、
ゲ
ー
ム

の
説
明
な
ど
、

堂
々
と
し
た
態

度
の
２
年
生
。

新
１
年
生
に
は
、

「
頼
り
に
な
る

お
に
い
さ
ん
、

お
ね
え
さ
ん
」

と
目
に
映
っ
た

に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。

　

１
年
間
、
と
も
に
遊
び
と
も

に
学
ん
だ
幼
稚
園
児
も
４
月
か

ら
は「
ぴ
っ
か
ぴ
か
の
１
年
生
」。

町
内
５
つ
の
小
学
校
に
分
散
し

ま
す
。

　

藤
田
・
森
江
野
幼
稚
園
で
は
、

「
お
別
れ
会
」
を
行
い
、
想
い

出
の
１
ペ
ー
ジ
を
心
に
刻
み
ま

し
た
。
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
我

が
子
の
確
か
な
成
長
を
感
じ
取

っ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

小
坂
小
学
校
…
…
…
…
…　

名
１１

高
野
未
有　

林　

朋
哉　

齋
藤　

光　

齋
藤　

稜　

遠
藤
美
波　

安
藤　

知
義

大
竹
未
乃
莉　

黒
田
雄
大　

阿
部
光
広

遠
藤
裕
二　

熊
坂
郁
織

藤
田
小
学
校
…
…
…
…
…　

名
５３

赤
井
畑　

誼　

松
浦
竜
真　

黒
田
加
帆

佐
藤
託
巳　
　

江
航
陽　

穗
苅
理
沙　

佐
藤
裕
哉　

鈴
木
美
音　

村
上
博
澄　

安
藤
雅
基　

武
田
賢
成　

斎
藤
康
平　

菅
野
瑞
生　

大
沼
尚
己　

小
鹿
隆
史　

　

橋　

翼　

渡
邉
圭
佑　

古
内
智
樹　

武
田
颯
人　

粟
野
柊
哉　

鈴
木
由
菜　

佐
藤
敬
太　

鈴
木　

諒　

佐
藤
樹
里　

佐
藤
絢
香　

宍
戸
大
樹　

阿
部
友
哉　

菊
地
翔
太　

佐
々
木
駿
弥　

菅
野
拓
人

半
澤
真
帆　

伊
藤
勇
人　

佐
藤
歌
楽　

遠
藤
美
愛
莉　

松
浦
玲
奈　

阿
部　

怜

齋
藤
拓
也　
　

橋
芽
里　

井
上
日
名
希

仲
野
浩
輝　

有
馬　

憧　

玉
手
光
次　

坂
本
龍
星　

佐
野
裕
飛　

五
十
嵐
温
子

伊
東
永
児　

武
田
桃
香　

本
間
悠
人　

佐
藤
文
俊　

草
川
亜
衣　
　

橋
茉
央　

井
内
秋
斗　

大
槻
星
斗

森
江
野
小
学
校
…
…
…
…　

名
１６

佐
藤
志
帆　

田
中
な
つ
み　

宍
戸
竜
聖

松
浦
貴
昭　

武
田
聖
史　

大
津
晃
介　

小
池
優
花　

齋
藤　

優　

斎
藤
美
希　

寺
島
の
ぞ
み　

吉
田
有
里　

石
川　

凛

　

江
祐
樹　

本
多
来
香　
　

江
真
奈
美

佐
藤
美
涼

大
木
戸
小
学
校
…
…
…
…　

名
１１

高
橋
彩
花　

渡
辺
椋
祐　

渋
谷
拓
美　

遠
藤
知
奈　

後
藤　

渉　

高
橋　

都　

内
田
成
美　

村
上
裕
之　

松
浦
真
美　

吉
川
章
太　

渡
部
結
衣　

大
枝
小
学
校（
国
見
町
分
）２
名

佐
藤
美
星　

齋
藤
理
奈

（
敬
称
略
）

問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

�
５
８
５
―
２
８
９
２

�

平
成　

年
度
小
学
校
新
入
学
児
童

１６
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２
月　

日
か
ら　

日
ま
で
の

１３

１６

４
日
間
、
大
分
県
国
見
町
か
ら

中
学
生
交
流
団　

名
が
来
町
し

３０

ま
し
た
。

　

同
じ
名
前
を
持
つ
町
と
し
て
、

平
成
５
年
よ
り
交
流
を
進
め
、

中
学
生
の
来
町
は
、
平
成　

年
１４

２
月
以
来
で
、
今
回
で
３
回
目

を
数
え
ま
す
。

　

歓
迎
会
で
冨
永
町
長
か
ら

「
両
町
の
交
流
が
い
つ
ま
で
も

続
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。」と

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

歓
迎
会
で
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
も
対
面
し
、
福
島
・

国
見
で
の
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

翌　

、　

日
、
団
員
は
宮
城

１４

１５

県
の
え
ぼ
し
ス
キ
ー
場
で
、
生

ま
れ
て
初
め
て
の
ス
キ
ー
を
楽

し
み
ま
し
た
。
初
め
て
の
雪
に

大
喜
び
の
様
子
で
、
２
日
目
の

猛
吹
雪
に
も
め
げ
ず
、
熱
心
に

ス
キ
ー
講
習
を
受
け
て
い
ま
し

た
。

　

最
後
の
晩
は
「
お
別
れ
パ
ー

テ
ィ
」
が
開
か
れ
、
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
と
の
最
後
の
食
事
を

楽
し
み
、
短
い
間
の
思
い
出
を

語
り
合
う
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
分
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な

い
寒
さ
、
初
め
て
の
ス
キ
ー
体

験
、
そ
し
て
何
よ
り
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
で
仲
良
く
な
っ
た
友
達
…
。

一
生
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
、
抱

え
き
れ
な
い
想
い
出
を
胸
に
帰

路
に
つ
き
ま
し
た
。

― 

大
分
県
国
見
町
中
学
生
交
流
事
業 

「ヤッホー！！」ものすごくいい天気でした、１日目は…。

体を動かせば、お腹が空くんだ。

転ぶのも練習！

お
礼
の
こ
と
ば（
大
分
国
見
中
代
表
）

全
員
集
合
！「
ま
た
い
ら
っ
し
ゃ
い
。」

ホストファミリーと一緒に。
初「あんぽ」お味はいかが？
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　２月２１日、観月台文化センターホールにおいて、
姫神コンサートが行われました。
　「姫神」は、現代の楽器であるシンセサイザーを
駆使して、東北の風景や人々を描く、いわば「癒し
系」の先駆的グループで、「神々の詩」などのヒッ
ト曲で知られています。
　会場は大勢のファンで埋め尽くされ、スモークが
立ち込める幻想的なステージが繰り広げられると、
シンセサイザーの奏でる「懐かしい」旋律に酔いし
れました。

　

３
月
６
、
７
日
の
２
日
間
、

今
年
度
２
回
目
と
な
る
「
ひ

と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
給
食

配
食
サ
ー
ビ
ス
」
が
行
れ
ま

し
た
。

　

平
成　

年
度
か
ら
町
給
食

１２

セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
行
っ
て

い
る
事
業
で
、
今
回
は
婦
人

会
連
絡
協
議
会
の
皆
さ
ん
の

手
に
よ
り
、
一
人
暮
ら
し
高

齢
者　

名
、
高
齢
者
世
帯　

８１

１３

世
帯
の
皆
さ
ん
へ
手
作
り
の

お
弁
当
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
は
、

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
期

間
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
国

見
町
消
防
団
員
が
同
行
し
、

高
齢
者
世
帯
の
住
宅
火
災
の

防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
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　平成１５年度の市町村別交通事故防止コンクール
でＢグループ（人口１万人以上３万人未満の町村）
１位となり、２月１８日県庁で行われた表彰式で賞状
と楯を受賞しました。
　このコンクールは、各市町村で発生した交通事故
と、各市町村の住民が県内で起こした交通事故を点
数化して比較し順位を決めています。
　今回の受賞は交通安全協会を始めとした関係機
関が一丸となって交通安全運動に取り組んだ成果
であり、何より町民の皆さんの、強い交通安全意識
の高さが証明されたものです。
　町民の皆さん、これからも交通事故撲滅に向けて
さらに頑張っていきましょう！

姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫姫神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神姫神、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模ホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルでででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで小規模ホールで

初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののコココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンサササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーートトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

平成１５年
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ココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢググググググググググググググググググググググググググググググググググググググググググググググググググググググググググググググルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププコンクールＢグループ

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町がががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！国見町が第１位に！
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保健だより 保健だより 
保健福祉課　保健グループ 1（585）2783 

hoken@town.kunimi.fukushima.jp
保健福祉課　保健グループ 1（585）2783 

hoken@town.kunimi.fukushima.jp

＊＊＊　　ニコニコ相談会　　＊＊＊
会　　　場受　付　時　間実　施　日該　　　当　　　児

観月台文化センター
第１和室

午後２時～午後３時５月１１日（火）町内在住の乳幼児及びその保護者

【実施内容】☆身体計測、栄養相談、子育て相談等について保健師、栄養士がお待ちしております。
《持参するもの》☆母子健康手帳を忘れずに！

＊＊＊　　乳 児 健 診 　＊＊＊
会　　　場受　付　時　間実　施　日該　　　当　　　児

観月台文化センター
第１和室

午後１時３０分～午後２時５月２７日（木）
・３か月児（平成１６年１月生まれ）
・９か月児（平成１５年７月生まれ）

【健診内容】☆医師の指導、身長・体重測定、調乳、離乳、予防接種などについて
《持参するもの》☆母子健康手帳を忘れずに！

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																��������	

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

留　　意　　点料　金対　　象　　者検診科目

国民健康保険に加入されて
いる方は、無料となります。
年齢等の確認のため保険証
を必ず持参して下さい。
また、７０歳以上の方、住民税
非課税世帯、生活保護世帯の
方も無料となりますので、受
付に申し出てください。

無　料平成元年４月１日以前生まれの方結核検診

1000円昭和６２年４月１日以前生まれの方基本健康診査

400円４０～７０歳までの未受診者肝炎検査

400円５０歳以上の希望男性前立腺検診

800円昭和４０年４月１日以前生まれの方胃がん検診

400円
１８・２０・２５・３０・３５・４０・４５・５０・５５・
６０・６５・６９歳の女性

骨粗鬆症検診

とき５月６日～７日、
１０～１４日、１７～２２
日、２４、２５日

　　【延べ１５日間】

おすすめの一品おすすめの一品
生活習慣病予防に色々と効果があるといわれている、大豆製品を利用した料理をテーマに「食生活改善普及
講習会」（主催：食生活改善推進員協議会）を２月から３月初めにかけて、町内６ヶ所において開催しまし
た。その時の献立が好評でしたので「おすすめの一品」としてご紹介します。

黒豆ごはん《作り方》 
①米は、炊く30分から1時間前に研いでザルに上
げておく。 
②黒豆は中火でフライパンで煎る。  
③梅干しは種をとって粗めにほぐす。 
④炊飯器に米を入れて普通に水加減し、煎った黒豆、
昆布、梅干しを入れて炊く。 
 
手作り豆腐《作り方》 
①耐熱容器に豆乳、にがりを入れスプーンで10回
かき混ぜラップをする。  
②鍋にお湯をはり、①の容器を入れて中火で15分
ほど蒸す。（お湯の量は容器が動かない程度） 
③蒸しあがったら、人数分に取り分けねぎを散らす。 

○黒豆ごはん　材料（8人分） 
　米………2カップ 
　もち米…1カップ 
　黒豆……1/2カップ 

梅干し…大2個 
昆布…10cm角 

○手作り豆腐　材料（4人分） 
　無調整豆乳…500cc 
　にがり………10cc 
　万能ねぎ……適宜 

○大豆サラダ 

○豆乳のかぼちゃだんご 



－10－（広報くにみ3月号）

国
家
公
務
員

　

人
事
院
で
は
、
大
学
卒

業
程
度
の
Ⅰ
種
、
Ⅱ
種
、

高
校
卒
業
程
度
の
Ⅲ
種
の

国
家
公
務
員
採
用
試
験
を

実
施
し
ま
す
。

【
Ⅰ
種
試
験
】▼
受
付
期
間

…
４
月
１
日
か
ら
４
月
８

日
ま
で
▼
一
次
試
験
日
…

５
月
２
日

【
Ⅱ
種
試
験
】▼
受
付
期
間

…
４
月　

日
か
ら
４
月　

１４

２３

日
ま
で
▼
一
次
試
験
日
…

６
月　

日
２０

【
Ⅲ
種
試
験
】▼
受
付
期
間

…
６
月　

日
か
ら
６
月　

２２

２９

日
ま
で
▼
一
次
試
験
日
…

９
月
５
日

　

な
お
、
申
込
用
紙
の
請

求
や
受
験
資
格
等
の
詳
し

い
内
容
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

人
事
院
東
北
事
務
局
第
二

課
試
験
係

�
０
２
２
―
２
２
１
―
２

０
２
２

　

９
月
採
用
予
定
の
福
島

県
警
察
官
採
用
候
補
者
試

験
（
特
別
募
集
）
を
次
に

よ
り
行
な
い
ま
す
。

◆
受
験
資
格
◇
警
察
官
Ａ

…
昭
和　

年
４
月
２
日
以

４９

降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
大

学
を
卒
業
し
た
者
又
は
平

成　

年
８
月
ま
で
に
卒
業

１６
見
込
み
の
者
◆
受
付
期
間

…
４
月
５
日
か
ら
４
月　
１６

日
ま
で
◆
試
験
日
…
５
月

　

日
◆
受
験
申
込
書
は
県

１６人
事
委
員
会
、
各
警
察
署

で
配
付
。

◆
平
成　

年
４
月
採
用
公

１７

募
の
内
容
に
つ
い
て
は
５

月
下
旬
に
発
表
さ
れ
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

福
島
県
人
事
委
員
会

�
５
２
１
―
７
５
９
０

福
島
県
警
察
本
部

�
０
１
２
０
―
２
７
６
３

１
４

福
島
県
警
察
官

（
特
別
募
集
）

税
務
職
員（
大
卒
程
度
）

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
東

北
の
風
土
に
慣
れ
親
し
ん

だ
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ

る
職
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
募
集
を
行
な
う
の

は
試
験
内
容
が
大
学
卒
業

程
度
の
「
国
税
専
門
官
」

で
す
。

◆
受
験
資
格
…
①
昭
和　
５２

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和　
５８

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
昭
和　

年
４
月
２
日
以

５８

降
生
ま
れ
の
者
で
次
に
掲

げ
る
者
▽
大
学
を
卒
業
し

た
者
及
び
平
成　

年
３
月

１７

ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み

の
者
▽
人
事
院
が
①
に
掲

げ
る
者
と
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
者

◆
申
込
受
付
期
間
…
４
月

１
日
か
ら
４
月　

日
１６

◆
受
験
申
込
書
の
請
求
は

最
寄
の
税
務
署
へ

◆
問
い
合
わ
せ

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

�
０
２
２
―
２
６
３
―
１

１
１
１

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

　
労
働
保
険
の

年
度
更
新
の
お
知
ら
せ

　

平
成　

年
度
の
労
働
保

１６

険
の
年
度
更
新
を
す
る
時

期
が
ま
い
り
ま
し
た
。

　

４
月
初
め
に
福
島
労
働

局
か
ら
送
付
さ
れ
る
申
告

書
と
記
入
要
領
を
よ
く
お

読
み
い
た
だ
い
て
、
５
月

　

日
ま
で
に
、
最
寄
の
銀

２０行
、
郵
便
局
、
労
働
基
準

監
督
署
、
福
島
労
働
局
に

お
い
て
手
続
を
さ
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

福
島
労
働
局
総
務
部

労
働
保
険
徴
収
室

�
５
３
６
―
４
６
０
７

土地・家屋価格等 
　　縦覧帳簿の 
　　　縦覧について 

固定資産税課税台帳の 
　　　　　閲覧について 

土地・家屋価格等 
　　縦覧帳簿の 
　　　縦覧について 

固定資産税課税台帳の 
　　　　　閲覧について 

詳しくはお問い合わせ下さい。　◆問合せ先　税務課課税グループ　1585-2779

◆閲覧できる方… 
　①納税義務者（同一世帯の親族含む） 
　②納税管理人 
　③借地人、借家人等 
　④当該固定資産の処分する権利を有する一定
　の人 

　⑤①～④の委任状を持参した方 
◆必要なもの…申請人（窓口にきた方）であるこ
とを証明するもの（免許証、健康保険証等）、法
人の場合は登録印、借地人・借家人等は契約書等、
処分する権利を有する一定の人はそれを証す
る書類 
◆手数料…１件３００円（４月１日～４月３０日までは
納税義務者は無料） 

◆縦覧期間…４月１日～４月３０日まで
（土・日・祝日除く） 
◆縦覧できる方… 
　①納税者（同一世帯の親族含む） 
　②納税管理人 
　③①及び②の委任状を持参した方 
◆必要なもの…申請人（窓口にきた方）
であることを証明するもの（免許証、
健康保険証等） 

◆手数料…無料 



－11－ （広報くにみ3月号）

人口と世帯 

４月の心配ごと相談 

男　5,244人（－４） 
女　5,658人（－８） 

５日�　八巻　忠一さん 
　　　　浅野やへ子さん 
15日�　吉田　　稔さん 
　　　　石黒さよ里さん 
23日�　菊地　平助さん 
　　　　岩野　和子さん 
�場所　役場（２階）相談室 
�時間　午前９時～正午 

平成16年２月１日現在 

人口 10,902人（－12） 

出生 ６人　死亡 15人 
転入 18人　転出 21人 

世帯 3,224世帯（＋５） 

掲載を希望されない方は、届け出の際にお申し出下さい。

正
木　
 
愛 
梨

   

ち
ゃ
ん

あ
い 
り

　
浩
基
さ

ん　
香
織
さ

ん（
大
町
南

）

遠
藤　
 
愛 
梨

   

ち
ゃ
ん

あ
い 
り

　
昭
芳
さ

ん　
良
美
さ

ん（
中
部
）

（２月末日までに、当町窓口で受付した方で、住所を有する方を掲載しました。） �
�
�
�

伊
藤
ハ
ル
ヨ
さ
ん　
（
駅
前
）

８８

安
藤　

仁
三
さ
ん　

（
大
町
南

）

８１

八
巻　

ト
ヨ
さ
ん　

（
第
７
）

９１

小
池　

ハ
ナ
さ
ん　

（
第
９
）

８７

遠
藤　

好
夫
さ
ん　

（
第
２
）

７５

我
妻　

光
子
さ
ん　
（
宮
前
）

７２

後
藤　
　

清
さ

ん　
（
鳥
取
）

８７

阿
部
カ
ツ
子
さ

ん　　
（
宮
東
）

５９

武
田　

ヱ
キ
さ

ん　

（
第
３
）

９３

渡
辺　
　

一
さ

ん　

（
徳
江
北

）

７５

　

澤　

吉
則
さ

ん　
（
並
柳
）

８３

小
畑
ヨ
シ
ヱ
さ

ん　

（
大
町
北

）

８５

∞

　
　

お 
子 
さ 
ん　
　
  

保

護

者

米
穀
取
扱
事
業
者
は

　
「
登
録
制
」か
ら

「
届
出
制
」へ

　

食
糧
法
が
改
正
さ
れ
、

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら

１６

計
画
流
通
制
度
（
業
者
登

録
制
度
）
が
廃
止
さ
れ
、

米
穀
の
出
荷
又
は
販
売
の

事
業
を
行
お
う
と
す
る
者

（
米
穀
取
扱
事
業
者
）
は

農
政
事
務
所
に
届
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
届
出
を
し
な
か
っ

た
者
に
は　

万
円
以
下
の

５０

罰
金
が
課
せ
ら
れ
ま
す
の

で
、
必
ず
届
出
を
し
て
下

さ
い
。

◆
問
合
せ
先

農
林
水
産
省
福
島
農
政
事

務
所

�
５
３
４
―
４
１
４
４

◆
申
し
出
・
問
い
合
わ
せ

東
北
経
済
産
業
局
消
費
経

済
課

�
０
２
２
―
２
６
３
―
１

１
１
１

〒
９
８
０
―
８
４
０
３

仙
台
市
青
葉
区
本
町
３
―

３
―
１

八
巻　
　

敦
さ
ん

大
橋
由
季
子
さ
ん

大
槻　

公
彦
さ
ん

藤
川　

亜
衣
さ
ん

長
谷
川
伸
也
さ
ん

阿
久
津
幸
代
さ
ん

駅　

前

〕
大　

坂

〕

㈱
ア
ン
サ
ー
ジ
の

会
員
の
皆
様
へ

　

㈱
ア
ン
サ
ー
ジ
（
冠
婚

葬
祭
互
助
会
、
郡
山
市
）

へ
の
積
立
金
に
つ
い
て
は
、

平
成　

年
４
月　

日（
木
）

１６

１５

ま
で
に
下
記
あ
て
へ
所
定

の
申
し
出
を
行
な
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
還

付
（
配
当
）
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

引
越
相
談
所
開
設
の

お
知
ら
せ

　

引
越
シ
ー
ズ
ン
の
ピ
ー

ク
と
な
る
３
月
・
４
月
の

２
か
月
間
、
ト
ラ
ッ
ク
事

業
者
の
団
体
で
あ
る
福
島

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
、

「
引
越
相
談
所
」
を
開
設

し
、
電
話
な
ど
に
よ
る
引

越
等
の
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

　

緑
ナ
ン
バ
ー
の
ト
ラ
ッ

ク
を
利
用
し
て
の
引
越
や
、

引
越
に
伴
う
種
々
の
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
お
困
り
の

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ご
相
談
下
さ
い
。

◆
問
合
せ
先

福
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

�
５
５
８
―
７
７
５
５

�
５
５
８
―
７
７
３
１

　

国
内
の
鶏
等
に
「
高
病

原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
」
が
発
生
し
て
お
り
ま

す
。

　

正
し
い
知
識
を
身
に
つ

け
て
い
た
だ
き
、
冷
静
な

対
応
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
、
鳥

に
対
し
て
病
原
性
が
高
い

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
通

常
の
接
触
程
度
で
は
人
に

は
感
染
し
ま
せ
ん
。

　

鶏
卵
や
鶏
肉
を
食
べ
る

こ
と
に
よ
り
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
た
と
い
う
事
例
は

あ
り
ま
せ
ん
。

●
飼
っ
て
い
る
鳥
が
死
ん

で
し
ま
っ
た
場
合

　

原
因
不
明
の
ま
ま
、
鳥

が
次
々
に
連
続
し
て
死
ん

だ
場
合
以
外
は
、
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
を
心
配
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
原

因
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、

鳥
が
連
続
し
て
死
ん
で
し

ま
っ
た
場
合
は
、
な
る
べ

く
早
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
ご
相
談
窓
口
】

▼
産
業
動
物
（
鶏
）

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て 
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て 
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て 

県
北
家
畜
保
健
衛
生
所　

�
５
３
１
―
１
３
０
１　

▼
ペ
ッ
ト
な
ど

県
北
保
健
福
祉
事
務
所

�
５
３
４
―
４
３
０
６

●
野
鳥
が
死
ん
で
い
る
の

を
見
つ
け
た
場
合

　

細
菌
（
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
限
ら
ず
）
寄
生
虫

に
感
染
し
な
い
よ
う
、
死

亡
し
た
鳥
に
直
接
触
ら
ず

に
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て

封
を
し
て
廃
棄
物
と
し
て

処
分
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
直

ち
に
相
談
し
て
い
た
だ
く

必
要
は
な
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
不
安
な
場
合
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
ご
相
談
窓
口
】

県
北
地
方
振
興
局
県
民
生

活
グ
ル
ー
プ

�
５
２
１
―
７
６
２
１

◆
問
い
合
わ
せ

役
場
産
業
振
興
課　
　
　

�
５
８
５
―
２
９
８
６

※
詳
し
く
は
各
戸
に
配
付

さ
れ
ま
す
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
ご
覧
下
さ
い
。

高　

城

〕 　将来の安心のためには、国民年金に
加入しているだけでなく、毎月の保険
料をきちんと納めることが必要となり
ます。「ついうっかり」「忙しくて納
めに行く時間が無い」など、納め忘れ
は禁物です。 
　そこで納め忘れが無く、納めに行く
手間も省ける、安心、便利、確実な口
座振替をぜひご利用下さい。 
　手続は簡単で、希望される金融機関
へ年金手帳・預金通帳・口座の届出印
を持参して行なうこととなります。 
　なお、手数料は一切かかりません。 
◆問い合わせ 
　東北福島社会保険事務所 
　国民年金第二課　　1534－0444

���������������������������������������������������������������
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国見町教育委員会生涯学習課 
（観月台文化センター） 

�（585）2676　FAX（585）2707

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

《３月》……………………………
１７日（水）　くにみ女性教室（運営委員会）
１９日（金）　阿津賀志学級（年度末学級委員会）
２４日（水）～２６日（金）
２９日（月）～３１日（水）
《４月》……………………………
５日（月）　休館日

行事のお知らせ行事のお知らせ

�

�

�

�

　

春
の
よ
う
に
暖
か
い
晴
天
に

恵
ま
れ
た
二
月
二
十
日
に
成
人

学
級
閉
講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
の
座
席
が
不
足
す
る
ほ

ど
多
数
の
学
級
生
が
出
席
し
、

生
涯
学
習
課
長
の
あ
い
さ
つ
に

続
い
て
学
級
担
任
か
ら
学
習
活

動
報
告
が
あ
り
最
後
に
学
級
生

を
代
表
し
て
松
浦
幸
雄
学
級
委

員
長
か
ら
一
年
間
の
学
習
に
参

加
し
て
の
思
い
出
等
が
お
話
し

さ
れ
て
閉
講
し
ま
し
た
。

　

成
人
学
級
で
は
、
五
十
一
名

の
学
級
生
が
在
籍
し
、
五
月
の

開
講
式
に
始
ま
り
年
間
十
四
回

の
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

町
内
は
申
す
ま
で
も
な
く
県

北
地
区
の
各
分
野
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
講
師
を
お
招
き
し
て
心

豊
か
な
教
養
を
身
に
つ
け
た
り

文
学
的
な
講
義
を
聴
い
て
高
校

生
に
若
返
っ
た
り
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
春
・
秋

の
行
楽
期
に
は
青
葉
城
や
平
泉

中
尊
寺
を
見
学
し
そ
の
歴
史
を

学
び
ま
し
た
。
身
近
な
と
こ
ろ

で
は
、
小
坂
地
区
の
銀
山
跡
の

見
学
や
半
田
沼
周
辺
の
ハ
イ
キ

ン
グ
等
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

十
六
年
度
も
楽
し
い
計
画
を

企
画
し
ま
す
の
で
入
級
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

春休み子どもの
ための囲碁教室

�
�
�

各
学
級
�
閉
講
式

協
力
し
な
が
ら
、
美
味
し
い
ハ

ン
バ
ー
ガ
ー
が
出
来
上
が
り
ま

し
た
。
閉
講
式
で
は
、
一
年
間

休
ま
な
か
っ
た
次
の
六
名
に
皆

勤
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

（
藤
田
小
四
年
）
黒
田
冴
歌
、

（
同
）
菊
地
由
紀
、（
同
）
栗
原

航
、（
藤
田
小
六
年
）
高
原
奈
々

江
、（
同
）
玉
手
優
子
、（
同
）

羽
根
嘉
宣

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

閉
講
式
は
、
二
月
二
十
一
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
に
先
立

ち
、
料
理
教
室
を
行
い
ハ
ン
バ

ー
ガ
ー
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

班
に
分
か
れ
て
作
業
を
分
担
し

　

次
に
全
体
学
習
の
全
て
に
出

席
し
た
十
一
名
に
皆
勤
賞
、
一

回
欠
席
の
十
七
名
に
精
勤
賞
、

そ
し
て
、
六
十
八
名
に
交
通
安

全
大
学
修
了
証
が
授
与
さ
れ
、

交
通
安
全
に
対
す
る
認
識
を
新

た
に
事
故
絶
無
を
誓
い
ま
し
た
。

　

来
賓
の
佐
藤
忠
美
町
議
長
か

ら
激
励
の
言
葉
と
桑
折
署
長
代

理
と
し
て
、
梅
宮
光
雄
地
域
交

通
課
長
か
ら
管
内
の
交
通
事
故

や
犯
罪
の
現
況
等
を
中
心
に
高

齢
者
の
心
構
え
の
解
説
と
指
導

が
あ
り
、
安
藤
政
治
学
級
委
員

長
か
ら
日
頃
の
ご
教
導
ご
支
援

に
対
し
て
お
礼
の
言
葉
が
述
べ

ら
れ
、
会
場
に
は
一
年
間
の
達

成
感
が
漂
い
、
次
年
度
も
ま
た

一
同
に
学
習
す
る
こ
と
を
願
い

閉
式
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
国
見
町
ポ
ン
グ
リ

劇
団
に
よ
る
寸
劇
「
交
通
安
全

と
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
を
鑑
賞
し

リ
ア
ル
な
演
技
に
大
い
に
感
銘

し
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�

　

閉
講
式
並
び
に
交
通
安
全
大

学
修
了
式
は
二
月
二
十
五
日
、

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
学
級

生
百
十
余
名
の
出
席
に
よ
り
厳

粛
か
つ
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。

　

式
で
は
、
冨
永
町
長
の
心
温

ま
る
慰
労
の
言
葉
と
励
ま
し
の

挨
拶
を
頂
き
、
担
当
か
ら
学
級

活
動
報
告
で
一
年
を
振
り
返
り

ま
し
た
。

いろんなことを体験しました
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国見の選手たちが圧倒 
～インドアテニス大会～ 

　3月7日に開催された第7回国見町イン
ドアテニス大会には、男子の部に20組、
女子の部に8組が参加しました。 
　今回の大会は予選がリーグ方式、決勝
がトーナメント方式で行われました。出
場した国見町の選手たちは男女とも他を
圧倒、それぞれ入賞しました。結果は、
次のとおり。 

【男子】 
▼優　勝 
佐藤・荒組 
▼準優勝 
湯野川・阿部組 
▼3　位 
高久・陣野原組 
山崎・小島組（国見ＴＣ） 
 

【女子】 
▼優　勝 
吉田・高橋組（国見ＴＣ） 

▼準優勝 
三浦・高橋組（国見ＴＣ） 

▼3　位 
菅野・阿部組 

�
�
�
�
�
�
�

　

今
年
度
は
、
講
話
や
調
理
実

習
等
の
全
体
学
習
十
三
回
と
趣

味
の
グ
ル
ー
プ
学
習
の
ス
ポ
ー

ツ
民
踊
・
煎
茶
・
絵
手
紙
・
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
行
い
ま
し

た
。

　

二
月
二
十
五
日
の
閉
講
式
後

の
最
終
学
習
は
、
講
話
「
カ
ラ

ー
イ
メ
ー
ジ
で
自
分
さ
が
し
」

と
題
し
て
佐
藤
悳
先
生
か
ら
歴

史
と
色
彩
の
流
行
を
照
ら
し
合

わ
せ
な
が
ら
未
来
の
色
を
認
識

し
た
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｏ
で
自
分
が
選

ん
だ
服
の
色
に
よ
り
深
層
心
理

を
探
っ
た
り
、
小
さ
い
子
ど
も

に
好
か
れ
る
色
を
教
わ
っ
た
り

と
楽
し
く
興
味
の
あ
る
話
を
伺

い
ま
し
た
。

　

学
習
後
は
、
学
級
生
で
会
食

し
一
年
間
の
活
動
を
振
り
返
り

な
が
ら
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

公
民
館
で
は
、
乳
幼
児
を
持

つ
お
母
さ
ん
や
子
育
て
に
関
わ

っ
て
い
る
人
を
対
象
に
「
子
育

て
教
室
」
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

お
母
さ
ん
達
が
学
習
し
て
い

る
間
、
乳
幼
児
の
お
世
話
を
し

て
く
だ
さ
る
「
保
育
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

保
育
の
他
に
も
端
午
の
節
句

や
焼
き
芋
パ
ー
テ
ィ
等
を
一
緒

に
し
て
楽
し
く
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　

昨
年
は
、
二
十
三
名
の
方
々

に
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
今
年

も
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

《
問
合
せ
・
申
込
み
》

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

�
（
５
８
５
）
２
６
７
６

来来来来来来来来来来来来来来来来年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度のののののののののののののののの学学学学学学学学学学学学学学学学級級級級級級級級級級級級級級級級生生生生生生生生生生生生生生生生をををををををををををををををを募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集ししししししししししししししししまままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすす来年度の学級生を募集します
であい・ふれあい・まなびあい  申込み問合せは生涯学習課まで �５８５－２６７６

阿阿津賀志学級津賀志学級
◆対象…町内在住の概ね７０

歳以上の男女

◆期間…５月～２月

◆時間…午前９時～１１時半

◆運営費…年間１，０００円

◆申込みは随時受付

成成 人 学 級人 学 級
◆対象…町内在住の２０歳～

　概ね６０歳代の男女

◆期間…５月～２月

◆時間…午後１時半～４時

◆運営費…年間１，０００円

◆申込み期限…４月末日

子子 育て教室育て教室
◆対象…０歳～３歳児を持
つ父母や祖父母

◆期間…５月～３月
◆時間…午前１０時～１１時半
◆運営費…年間２，０００円
（幼児一人分のおやつ代）

◆定員…２０人程度
◆申込み期限…４月２３日（金）

くにみ女性教室くにみ女性教室
◆対象…町内在住の２０歳以

上の女性

◆期間…５月～２月

◆時間…午前１０時～１１時半

◆運営費…年間５００円

◆申込み期限…４月末日
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分譲　　　　は分譲済み 

60区画分譲中 60区画分譲中 

支払条件大幅緩和支払条件大幅緩和
●契約時に1割、残りは3年以内の分割納入
が可能に！ 
●借り入れによる一括支払の場合は3年間の
利子補給制度新設 
　（1千万円を限度に、2％について3年間利子補給） 

　
現
在
六
十
区
画
が
あ
り
、
先
着
順

に
要
望
区
画
が
選
択
で
き
ま
す
。
建

築
期
間
の
制
限
は
無
く
、
将
来
予
定

さ
れ
る
子
供
さ
ん
等
の
た
め
に
も
購

入
い
た
だ
け
ま
す
。
こ
の
機
会
に
是

非
現
地
を
ご
覧
下
さ
い
。 

　
詳
細
は
下
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
現
地
案
内
も
随
時
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
連
絡
く

だ
さ
い
。 

POINT 上・下水道完備 

POINT お求めやすい坪10.2万円から 

POINT 74坪～139坪のゆとりの立地 

POINT 段差のない車道と歩道 

恵まれた立地条件 国見IC藤田駅 まで数分 

POINT 憩いの緑地公園4カ所 

POINT

国見町企画財政課 
kikaku@town.kunimi.fukushima.jp

　
平
成
十
一
年
度
に
一
六
二
区
画
の
分
譲
開
始
以
来
、
毎
年
着
実
に
販
売

を
進
め
、
既
に
一
〇
二
区
画
を
分
譲
、
残
り
六
十
区
画
と
な
り
ま
し
た
。

厳
し
い
経
済
状
況
の
も
と
、
緩
や
か
な
が
ら
着
実
な
る
前
進
が
図
ら
れ
て

い
る
の
は
、
国
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
恵
ま
れ
た
環
境
と
安
心
に
よ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
既
に
八
十
世
帯
二
六
〇
人
を
超
え
る
方
々
が
移
住
さ

れ
、
半
数
以
上
が
国
見
に
移
り
住
ま
れ
た
方
で
、
定
住
化
構
想
も
前
進
し

て
お
り
ま
す
。「
国
見
町
が
国
土
交
通
省
の
補
助
の
も
と
、
し
っ
か
り
造
っ

た
も
の
だ
か
ら
、
安
心
さ
ら
に
格
安
」
こ
の
こ
と
を
大
切
に
、
既
に
入
居

さ
れ
て
い
る
方
を
は
じ
め
多
く
の
皆
様
に
信
頼
・
支
援
さ
れ
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。 

着
実
な
る
前
進
　
安
心
確
実
の
分
譲
地

着
実
な
る
前
進
　
安
心
確
実
の
分
譲
地 

着
実
な
る
前
進
　
安
心
確
実
の
分
譲
地 

大
木
戸
小
学
校　

６
年

編
集 

発
行 

国
　
見
　
町 

〒
9
6
9
―
1
7
9
2 

福
島
県
伊
達
郡
国
見
町
大
字 

藤
田
字
一
丁
田
二 

2
の
1
 

T
E
L
0
2
4
―

5
8
5
―

2
1
1
1
 

F
A
X
0
2
4
―

5
8
5
―

2
1
8
1
 

E-m
ail som

u@
tow
n.kunim

i.fukushim
a.jp 

U
RL w

w
w
.tow

n.kunim
i.fukushim

a.jp/

こ
の
印
刷
物
は
、
古
紙
配
合
率
1
0
0
％
再
生
紙
及
び
 

「
大
豆
油
イ
ン
キ
」を
使
用
し
て
印
刷
し
た
も
の
で
す
。
 

親
と
子
の　

風
に
ゆ
ら
れ
て　

こ
い
の
ぼ
り

（
松
浦　

史
昌
）

雪
と
け
て　

み
ん
な
が
惜
し
む　

巣
立
ち
の
日

（
大
波　

崇
宏
）

み
だ
れ
咲
く　

可
憐
な
花
は　

菖
蒲
か
な

（
松
浦　
　

将
）

木
蓮
の　

美
し
清
し　

ひ
と
め
ぼ
れ

（
八
島
真
奈
美
）

雨
上
が
り　

七
色
帯
に　

虹
光
る（

渋
谷　

一
樹
）

春
の
風　

綿
毛
が
ふ
わ
ふ
わ　

飛
ん
で
く
る

（
佐
藤　

悠
香
）

杉
の
花　

花
粉
を
飛
ば
し　

旅
さ
せ
る

（
武
田　

憲
磨
）

こ
い
の
ぼ
り　

色
と
り
ど
り
の　

春
お
よ
ぐ

（
松
浦　

洋
之
）

さ
る
す
べ
り　

光
の
中
で　

つ
る
つ
る
と

（
後
藤　

千
紘
）

巣
立
ち
前　

杉
が
た
く
さ
ん　

花
粉
症

（
佐
藤　

陽
菜
）

春
風
に　

み
ん
な
ふ
か
れ
て　

巣
立
ち
ゆ
く

（
松
浦　
　

潤
）


